
 8⽉に⾏われた第8回国際景観⽣態学会⼤会に、⽣物多様性研究
領域の⼩柳さんが参加しました。この出張は、⼥性研究者のキャ
リア育成⽀援の⼀環で⾏っている海外出張⽀援によるものです。 
 
 国際学会では、各分野における最先端の研究に数多く触れるこ
とができます。今回の学会も例外ではありませんでした。特に欧
⽶では、こうした最先端の研究の現場においても⼥性の活躍が⽬

⽴っており、⾃分にとって⼤きな刺激になりました。また、中東や東南アジアなどからも少数では
ありましたが、⼥性研究者が参加しており、彼らの⺟国の⾃然条件や社会的背景を反映した研究内
容は印象的でした。 
  今回の学会では、⾃分⾃⾝3度⽬となる英語での⼝頭発表を⾏いました。研究内容を的確に分か
りやすく伝えていくためには、発表の回数を重ね、構成や表現の豊かさを⾝に付けていくことが重
要です。国際学会で発表を⾏う機会は限られていますが、本⽀援制度のもと貴重な機会を得られた
ことで、⾃分にとって新たな課題を発⾒することができました。この経験は、今後、海外の研究者
とのコミュニケーションを深めていく上で有⽤な糧になると考えています。 
 今回、国際学会に参加し、このような経験を得ることができたのも、本制度による⽀援があった
からこそです。来年度以降も、若⼿の⼥性研究者に将来の研究の発展につながりうる豊かな経験の
機会が提供されることを願っています。 
 
 
「農業が地球を温める！？―畑から出る温室効果ガス―」と題し、物質循環研究領域の秋⼭さんにお話しいた
だきます。所内の皆様にも参加いただけます。  
⽇時：2011年10⽉16⽇(⽇) 14:00〜15:30  会場：ウィズガーデンつくば（イーアスつくば アウトモール） 
要事前予約（先着順）：お問い合わせ・お申し込みは広報情報室(kouhou@niaes.affrc.go.jp)まで。 
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＜⼩柳さんのコメント＞ 

■第4回農環研サイエンスカフェのご案内 

■国際景観⽣態学会＠北京に参加してきました。 


